
募集要領  単位互換協定に基づく単位互換校の 

授業科目の履修について（2026 年度第２学期） 

１ 単位互換制度 

大学間で単位互換協定を締結することにより、他の大学等で修得した単位を所属する大

学で修得した単位として認定する制度を単位互換制度といいます。 

放送大学では、全科履修生として在学中で、且つ定められた出願資格を満たす学生は、単

位互換協定を締結している他大学等（以下「単位互換校」という）において、授業科目を履

修することができ、修得した単位は放送大学の単位として認定されます。 

（注）１ 単位互換校で修得した単位は、60 単位までを限度に放送大学の単位として認

定します。（科目区分は申請後、本学の教務委員会において審議決定の上、申

請者に通知します。授業形態区分は、原則として面接授業の単位となります。） 

２ 単位互換校で修得した単位は、履修学期の修得単位として認定されますが、放

送大学での単位認定は、履修学期の翌学期（2027年度第１学期）に行います。

よって、翌学期（2027年度第１学期）も全科履修生としての学籍がある方しか

本制度への出願をすることはできません。 

３ 単位互換校で修得した単位により卒業要件を満たすことになる場合、履修学

期（2026年度第２学期）末ではなく、翌学期（2027年度第１学期）末の卒業

となります。 

本制度は、放送大学学長の推薦に基づき単位互換校の 
学長が入学を許可するものです。

・出願後の個人的事由による辞退は認められません。学期を通しての授業履修が

可能かどうか、予め見極めた上で出願を行ってください。

(やむを得ない理由で辞退する場合は、理由書等の提出が必要となります。 

受理後、放送大学長から単位互換の学長宛に辞退の申し入れを行います。) 

・本学内での選考で、面接授業等における学習態度その他を総合的に勘案し、

推薦を行わないことがあります。

重
要



２ 実施する単位互換校及び担当学習センター（2026 年度第２学期） 
（下記一覧以外の大学等では実施していません） 

No. 単 位 互 換 校 名 担 当 学 習 セ ン タ ー 

１ 学都仙台コンソーシアム加盟大学 宮城学習センター 

２ 茨城キリスト教大学 茨城学習センター 

３ 人間総合科学大学 埼玉学習センター 

４ 千葉大学 千葉学習センター 

５ 横浜国立大学 神奈川学習センター 

６ 松蔭大学 神奈川学習センター 

７ 福井県立大学 福井学習センター 

８ ネットワーク大学コンソーシアム岐阜加盟大学 岐阜学習センター 

９ 滋賀大学 滋賀学習センター 

10 大阪大学 大阪学習センター 

11 太成学院大学 大阪学習センター 

12 島根大学 島根学習センター 

13 島根県立大学 島根学習センター 

14 山口大学 山口学習センター 

15 香川大学 香川学習センター 

16 松山短期大学 愛媛学習センター 

17 九州大学（２学期のみ実施） 福岡学習センター 

18 福岡女子大学 福岡学習センター 

19 大学コンソーシアム佐賀加盟大学 佐賀学習センター 

20 熊本大学（２学期のみ実施） 熊本学習センター 

21 鹿児島大学 鹿児島学習センター 



３ 出願から学習修了までのスケジュール 

事 項 日 程 備 考 

出願相談 
申請書類の提出 

～2026年８月中旬 
相談窓口・提出先： 

担当学習センター 

特別聴講学生受入 
決定の通知 

2026年９月下旬以降 単位互換校から本人に通知 

授業料の納付 
学生証の交付 

（単位互換校により 
異なります） 

場所：単位互換校 

講義の履修 

2026年10月 
～2027月３月 

（単位互換校により、 

異なる場合があります） 

場所：単位互換校 

単位認定試験の受験 
（履修科目の担当教員の指
示を受けて下さい） 

場所：単位互換校 

成績通知 2027年３月中旬 単位互換校から本人に通知 

単位の認定 2027年４月 
単位互換校で修得した単位を 
本学の単位として認定 

４ 募集内容 

１出願資格 

単位互換校の授業科目を履修できるのは、次の３つの要件をすべて満たしている方になり

ます。 

① 出願時及び履修時及び単位認定時に全科履修生である者

（2026 年度第１学期～2027 年度第１学期に全科履修生として在学中であること）

② 出願時に本学の在学年数が通算１年以上の者（2025 年度第１学期以前の入学者）

（※編入学者の場合、編入により短縮された年数は含まない）

③ 出願時に放送授業科目において 30 単位以上を修得している者

２選考方法 

募集人員を超えた場合は、卒業要件の達成度に応じた以下の優先順位のほか、履修願の提

出順による選考を行います。また、募集人員を超えない場合でも、面接授業等における学習態

度その他を総合的に勘案し、推薦を行わない場合もあります。あらかじめご承知おきくださ

い。 

【優先順位】 

① 面接授業 20 単位未修得者で総単位数が 93 単位以上修得者

② 面接授業 20 単位未修得者で総単位数が 93 単位未満修得者

③ 面接授業 20 単位以上 30 単位未満修得者

④ 面接授業 30 単位以上修得者

（注）１ 選科履修生及び科目履修生の方は出願できません。 

２ 編入学の方は③に関し「既修得単位認定をした単位を含む」とします。 



３履修できる授業科目 

単位互換校が指定した科目の中で、本学において基盤科目、導入科目、専門科目に相当す

る科目として認められた科目となります。認められない場合は、履修不可となります。 

４出願のための履修相談 

単位互換校における授業科目履修を希望する方は、単位互換校の履修可能科目及び履修要

件等について、担当学習センターで確認・相談してください。 

５出願期間 

2026 年   7 月 31 日（金）17:00まで 【期間厳守】 

６出願書類及び提出先 

①「単位互換協定に基づく授業科目履修出願票」（単位互換校提出用）（様式１）

②「単位互換校における授業科目履修願」（放送大学提出用）    （様式２） 

必要事項を記入のうえ、様式１及び様式２ともに担当学習センターに提出してください。 

（注）１ 単位互換校へ直接出願することはできません。  

    ２ 単位互換校で既に単位を修得した科目及び履修中の科目を 

再履修することはできません。 

※資格取得に関する科目については、担当学習センターにお問い合わせください。

単位互換校に確認のうえ回答します。

※通学が可能な場合、所属学習センター以外のセンターが担当する単位互換校の履修は

可能ですが、出願書類の提出先及び取りまとめは各単位互換校の担当学習センターと

なります。

【重要】 

本制度は、放送大学学長の推薦に基づき単位互換校の学長が入学を許可するものです。

出願後の個人的事由による辞退関しては、認められません。 

(やむを得ない理由で辞退する場合は、理由書他の提出が必要となります。) 

学期を通しての授業履修が可能かどうかを見極めた上で出願を行って下さい。 

７学費 

入学料は必要ありません（単位互換制度により）。 

授業料は、単位互換校の定める額になりますので、単位互換校により異なります。 

なお、受講科目によっては、授業料以外にテキスト代等の費用がかかる場合があります。

学費は、入学を許可された者が単位互換校に直接納入します。 

（注）１ 出願の時点では学費納入の必要はありません。 

２ 放送大学への学費の納入はできません。 

３ 授業料は期限内に納付してください。一旦納入された授業料は、理由のいか

んを問わず返還されません。 

８学生の身分 

単位互換校における学生の身分は、ほとんどの大学では「特別聴講学生」になります。 

ただし、単位互換校によっては「科目等履修生」等の名称により取り扱うこともあります。 

９身体に障がいがある方の出願 

身体に障がいのある方で出願を希望される方は、事前に担当学習センターの窓口で 



ご相談ください。 

単位互換校に相談の上で、受入が可能かどうかを学生本人に連絡します。 

 

５ 本学での選考等結果の通知 
 

１ 選考の結果、単位互換校に推薦しない者については、その旨を通知します。 
２ 放送大学から推薦した学生は、単位互換校における受入審査を経て、入学が許可さる

こととなります。入学の可否については、単位互換校より学生へ通知されます。 

放送大学は単位互換校からの入学可否の通知を受け、単位互換校で受講する授業科目

の放送大学での科目区分とともに、学生へ特別聴講学生受入の決定について通知しま

す。 

 

６ 入学手続き等 

授業料納入及び履修に関する手続きは、単位互換校の指示に従い、期限までに行って

ください。 

授業の履修方法などについては、入学後に単位互換校の所属する学部に直接お問い合

わせください。 

７ 単位認定試験 

単位認定試験は、単位互換校が行う試験を受験することとなります。試験日等の詳細

は履修科目の担当教員の指示を受けてください。 

（注）放送大学では、単位互換校で行われる単位認定試験についてのお問い合わせ 

には応じられません。 

８ 成績通知 

単位互換校で履修した科目の単位認定試験の成績は、単位互換校より学生へ通知されま

す。 

放送大学では 2027 年４月に単位互換校で修得した単位の認定を行い、学生へ通知し

ます。なお、単位互換校が認定した単位は、本学の面接授業単位として認定されま

す。 













No 開放学部 開放科目 単位数 期別 曜日 時限 担当教員
受け入
れ人数

科目の概要
大学設置基準第 25 条第２項
等で規定する遠隔授業により

実施する授業科目（※）
備考

1 文学部 社会調査概説ａ 2
T1-2
(前期)

金 2 吉岡　洋介 若干名 実証的な社会学の研究に欠かすことのできない社会調査について、基礎的な知識や調査事例を幅広く講義する。

2 文学部 アイヌ語a 2
T1-2
(前期)

金 2 阪口　諒 若干名
日本固有の言語のひとつであるアイヌ語について発音・文法の基礎を身につけ、簡単な文章を読んで理解し、聞き取れるようにする。実際の口承文芸をテキストに使
い、音声・映像資料を利用してアイヌ人の伝統的世界観・かつての生活文化も同時に学んでいく。

3 文学部 英語圏文化論基礎ｂ 2
T4-5
(後期)

火 1 舘　美貴子 若干名 アメリカ文化やアメリカ文学を学ぶうえで重要なテーマ別にアメリカの歴史を概説する。 ○

4 文学部 アメリカ文学史ａ 2
T1-2
(前期)

水 2 山本　裕子 若干名
アメリカ19世紀における文学の歴史を、その背景となる社会や文化の流れとあわせて概説する。伝統的な文学史の範疇に収まらない少数民族や女性による作品も、で
きるだけ多く紹介したいと考えている。背景知識を習得するだけでなく、個別作品の有名なパッセージの読解なども適宜補足的に行う。

5 文学部 アメリカ文学史ｂ 2
T4-5
(後期)

水 2 山本　裕子 若干名
アメリカ20世紀における文学の歴史を、その背景となる社会や文化の流れとあわせて概説する。伝統的な文学史の範疇に収まらない少数民族や女性による作品も、で
きるだけ多く紹介したいと考えている。背景知識を習得するだけでなく、個別作品の有名なパッセージの読解なども適宜補足的に行う。

6 文学部 英語論文演習a 2
T1-2
(前期)

金 3 Andrew Rayment 若干名
This is the sixth of a six-course sequence in academic writing in English. The course focuses on thesis writing. Students will prepare a research plan for their
sannenji-ronbun or sotsuron.

7 法政経学部 政治哲学Ⅰ 2 T1-2 火 2 小林　正弥 若干名

世界的に大きな話題となったマイケル・サンデルのハーバード白熱教室を念頭に、日本の事例をとりあげながら、「正義」についての3つの考え方を理解し、議論できる
ようにする。時に音声講義や授業のビデオなどを聴講ないし視聴するとともに、マイケル・サンデル『ハーバード白熱教室　講義録＋東大特別授業（上・下）』（早川書
房、2010年）などの指定された箇所を読む。新型コロナウイルス問題をはじめとする時事的問題についてのモラル・ジレンマや論点について考えて、提出する。この基
礎の上で、科学的なポジティブ心理学やウェルビーイングの考え方を紹介し、政治哲学とポジティブ心理学の双方を架橋・統合する考え方を説明し、モデル・ジレンマ
や論点についての考察を深める。

○

8 法政経学部 政治哲学Ⅱ 2 T4-5 火 2 小林　正弥 若干名

世界的に大きな話題となったマイケル・サンデルのハーバード白熱教室を念頭に、日本の事例をとりあげながら、「正義」についての3つの考え方を理解し、議論できる
ようにする。時に音声講義や授業のビデオなどを聴講ないし視聴するとともに、マイケル・サンデル『ハーバード白熱教室　講義録＋東大特別授業（上・下）』（早川書
房、2010年）などの指定された箇所を読む。新型コロナウイルス問題をはじめとする時事的問題についてのモラル・ジレンマや論点について考えて、提出する。この基
礎の上で、科学的なポジティブ心理学やウェルビーイングの考え方を紹介し、政治哲学とポジティブ心理学の双方を架橋・統合する考え方として、コミュニタリアニズム
を中心にしつつ構築される新しい統合的な政治哲学を説明し、その観点から権力・自由、正義・公正など政治の基礎概念や経済・福祉・環境・平和など公共政策につ
いて、多層的・多次元的に考察する。

○

9 法政経学部 財務諸表論Ⅰ 2 T1 月 3,4 小川　真実 若干名

本講義では、複式簿記等の手法によって、企業の経営成果と財政状態を作成し、財務諸表を通じて企業外部の利害関係者に報告する財務会計の基礎理論や実務
の動向について解説する。いまや財務会計は投資家や債権者等が企業評価を行うのに必要な情報を開示するとともに、国内及び国際社会における経済秩序の維持
にとって不可欠な制度的基盤としての役割を果たしている。この講義では、財務会計の基礎をなす概念的かつ制度的フレームワークを理解するとともに、会計の中心
課題である利益計算と資産・負債評価のメカニズムについて学んでいく。財務諸表論Ⅰでは、主に、財務会計の基礎概念・基本原則を紹介したうえで、企業の資源フ
ローの会計問題を検討する。

２年次以降
・簿記の知識がどうし
ても必要になるため、
「簿記原理Ⅰ・Ⅱ」を少
なくとも同時履修であ
ること。
・履修制限を課す場合
は簿記原理Ⅰ及び簿
記原理Ⅱの履修の有
無で判断する。他学部
中等も同様とする。

10 法政経学部 財務諸表論Ⅱ 2 T2 月 3,4 小川　真実 若干名

本講義では、財務諸表論Ⅰと同様に、複式簿記等の手法によって、企業の経営成果と財政状態を作成し、財務諸表を通じて企業外部の利害関係者に報告する財務
会計の基礎理論や実務の動向について解説する。財務諸表論Ⅱでは主に、貸借対照表の資産、負債及び純資産など、企業の資源ストックの会計問題を検討する。
また、こんにちの経済社会では企業グループでの連携した活動が中心となっているため、連結財務諸表の基本的な考え方や仕組みについても講義する。さらに、会
計情報の利活用の形態として、企業価値評価のフレームワークも解説する。

２年次以降
・簿記の知識がどうし
ても必要になるため、
「簿記原理Ⅰ・Ⅱ」を少
なくとも同時履修であ
ること。
・経営学系の授業科
目を履修していると理
解が容易に進むことで
しょう。

令和8年度放送大学に対する開放科目一覧（専門教育科目）

1 / 5 ページ



No 開放学部 開放科目 単位数 期別 曜日 時限 担当教員
受け入
れ人数

科目の概要
大学設置基準第 25 条第２項
等で規定する遠隔授業により

実施する授業科目（※）
備考

令和8年度放送大学に対する開放科目一覧（専門教育科目）

11 教育学部 教育心理学（他学部） 2 T4-5 木 3 岩田　美保、原　英樹 若干名

はじめに教育心理学について、発達と学習の概念を中心に概観しながら講義する。そして、発達と学習との基本的なメカニズムについて、行動か認知かといったいく
つかの視点を提示しその理解を深める。さらに、発達については、幼児期から青年期に至る各段階での発達について、認知、言語、社会性、コミュニケーション、対人
関係などの各側面から検討する。また、学習については、教授・学習過程の諸問題をとりあげ、それに加え、学習を支える動機づけや、学業に関する不適応や意欲低
下、クラスの目標、人間関係と動機づけなどの問題にも触れてゆく。

12 教育学部 教育心理学（他学部） 2 T1-2 木 5
大芦　治、伊藤　嘉奈
子

若干名

はじめに教育心理学について、発達と学習の概念を中心に概観しながら講義する。そして、発達と学習との基本的なメカニズムについて、行動か認知かといったいく
つかの視点を提示しその理解を深める。さらに、発達については、幼児期から青年期に至る各段階での発達について、認知、言語、社会性、コミュニケーション、対人
関係などの各側面から検討する。また、学習については、教授・学習過程の諸問題をとりあげ、それに加え、動機づけや学級集団、児童・生徒と教師の人間関係など
にも触れていく。

13 教育学部 物理学実験基礎 1 T1-2 水 3,4,5 加藤 徹也、未　定 若干名 物理学実験の基礎的な測定とデータ処理方法を習得する。計測、熱、電気、力、音に関するテーマを扱う。

14 教育学部 物理学実験展開 1 T2 水 3,4,5
加藤 徹也、松澤 孝
幸

若干名 物理学実験の一般的な測定とデータ処理方法を習得する。振動、交流回路、光、LEDを用いたエネルギー変換等に関するテーマを扱う。

15 理学部 特殊相対論 2 T1-2 月 3 石原　安野 若干名

特殊相対性理論の基礎を解説する。相対性理論は量子力学と共に、20世紀以降の現代物理学の基礎を担う重要な理論である。これまで学んできた力学や電磁気学
を、特殊相対性理論の観点から再構築することで、一般相対性理論や場の量子論といった理論へと発展させるための準備行う。時間・空間に対する考え方、質量とエ
ネルギーの等価性、電磁気学の相対論的記述といった理論が形成される論理的過程を中心に基本的概念の習得をする。また、特殊相対論的効果が表れるのは速度
が真空における光速に近い場合である。このような条件が成り立つのは、原子構成粒子や素粒子、そして宇宙における高エネルギー現象である。高エネルギー実験
や天文学における相対論的現象を通し、具体的な応用例を理解する。

16 理学部 素粒子物理学 2 T4-5 月 3 吉田　　滋 若干名 素粒子物理学に限定せず、通常の講義に載りにくい、研究の現場のよもやま話しを陳述します。一部は私自身の体験に基づく実話です。

17 理学部 原子核物理学 2 T4-5 水 3 中田　　仁 若干名
量子力学の学習内容をを基にして、原子核の構造についての基礎的知識から最近の話題までを講義する。主な内容は次の通りである：量子力学の復習，原子核に
おける密度とエネルギーの飽和性，原子核の殻構造，核力，不安定核の構造に関する諸問題。

18 理学部 宇宙物理学Ａ 2 T4-5 水 4 久徳　浩太郎 若干名
宇宙物理学は、遠く離れた天体や宇宙そのものを、物理に基づいて観測し、物理に基づいて理解する学問である。天文学も、化学や生物など狭義の物理を離れた知
見も重要となりつつ、大筋では宇宙物理学と重なる。この講義では学部で学んだ様々な物理を横断的に用いて、星や銀河を代表的な対象とする天体物理学の基礎を
学ぶ。

19 理学部 物性物理学Ａ 2 T1-2 木 3 大濱　哲夫 若干名 固体や液体など凝縮系の性質を扱う物性物理学の基礎について、結晶の性質を中心に概説する。

20 理学部 物性物理学Ｂ 1 T4 水 2 山田　泰裕 若干名

結晶中の周期ポテンシャルの下での電子のBloch状態とエネルギーバンド構造について学ぶ。また、結晶の電気的・光学的特性がどのようにバンド構造と関わってい
るかを学ぶ。トランジスターやレーザとして、電子デバイスや光デバイスに応用されている半導体の電気的特性、光学的特性を第一原理から理解し、様々な物理現象
やその幅広い応用を理解するための基礎を培う。

21 理学部 物性物理学Ｃ 1 T1 火 4 北畑　裕之 若干名
平衡系の熱力学、統計力学の拡張として、平衡系からわずかにずれた線形非平衡領域で成り立つ理論について学ぶ。次に、平衡系から大きくずれた非線形非平衡
領域ではじめて起こる秩序構造に関して、どのような取扱いが可能であるかを学ぶ。
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22 理学部 物性物理学Ｄ 1 T5 水 2 深澤　英人 若干名 物質の磁気的な性質について、原子から初めて局在状態、遍歴状態における磁性に関して学ぶ。また、超伝導の基礎について学ぶ。

23 理学部 量子化学Ⅰ－１ 1 T4 月 4 小西　健久 若干名
量子力学における観測量、波動関数の概念を解説しつつ、いくつかの簡単な例についてシュレーディンガー方程式を解く。可能な限り電子、分子の振る舞いに結び
つけて解説する。

24 理学部 量子化学Ⅰ－２ 1 T5 月 4 小西　健久 若干名 量子化学I-1の続きとして、並進、振動、回転運動を量子力学的に扱う。
「量子力学Ⅰ-1」を併
せて履修することを受
講の条件とする

25 理学部 化学統計熱力学Ⅰ－１ 1 T1 水 2 城田　秀明 若干名

量子論の導入により、ミクロな系の運動（並進、振動、回転）を量子力学的に理解する。
1回	イントロダクション　質点および剛体の古典力学的取り扱い　ポテンシャルエネルギー
2回	波動、マックスウェル-ボルツマンの速度分布則、分子運動
3回	分子運動（並進、回転、振動）の古典的取り扱い
4回	オンライン（オンデマンド型）授業　分子運動演習問題
5回	量子論の起源（エネルギーの量子化、波‐粒子二重性）
6回	量子論の起源（分光学）、分子運動（並進、回転）の量子論的取り扱い
7回	分子運動（回転、振動）の量子論的取り扱い
8回	試験

26 理学部 化学統計熱力学Ⅰ－２ 1 T2 水 2 城田　秀明 若干名

ボルツマン分布、分子分配関数を学び、分子運動を量子統計的に取り扱う。

1回	ボルツマン分布、ラグランジュの未定乗数法
2回	ラグランジュの未定乗数法、分子分配関数
3回	分子分配関数、分子のエネルギー
4回	分子のエネルギー
5回	ミクロカノニカルアンサンブル、カノニカルアンサンブル
6回	内部エネルギーとエントロピー
7回	内部エネルギーとエントロピー、熱力学関数の導出
8回	期末試験

「化学統計熱力学Ⅰ-1」
を併せて履修することを
受講の条件とする

27 理学部 量子化学Ⅱ－１ 1 T1 月 3 小西　健久 若干名 量子化学I-1、I-2の続きとして、振動、回転運動の量子力学的扱いを述べ、続いて水素型原子の量子力学的扱いを述べる。

28 理学部 量子化学Ⅱ－２ 1 T2 月 3 小西　健久 若干名 電子のスピン、多電子系の波動関数について解説し、多電子原子の電子状態の近似的取り扱いの概略を説明した後、原子スペクトルについて概説する。
「量子化学Ⅱ-1」を併
せて履修することを受
講の条件とする

29 理学部 物質結合論－１ 1 T4 月 2 二木　かおり 若干名 物質の結合、バンド理論、摂動論などを学ぶ

30 理学部 物質結合論－２ 1 T5 月 2 二木　かおり 若干名 摂動論について理解し、多電子系への展開を知る
「物質結合論-1」を併
せて履修することを受
講の条件とする

31 理学部 有機元素化学－１ 1 T4 月 1 荒井　孝義 若干名
有機化合物の物性および反応性を元素の特性によって分類し、詳細に議論する。
有機元素化学-1では、第２周期の元素、アルカリ金属、有機金属試薬の化学について学ぶ。
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32 理学部 有機元素化学－２ 1 T5 月 1 荒井　孝義 若干名
有機化合物の物性および反応性を元素の特性によって分類し、詳細に議論する。
有機元素化学-２では、第３周期以降のヘテロ元素や遷移金属有機化学について学ぶ。

「有機元素化学-1」を
併せて履修することを
受講の条件とする

33 理学部 酵素化学－１ 1 T4 木 2 米澤　直人 若干名 酵素の特性（基質特異性、補因子、酵素活性の調節）、酵素反応速度論、酵素反応の阻害及び活性化、酵素の触媒機構について基本的内容を解説する。

34 理学部 酵素化学－２ 1 T5 木 2 米澤　直人 若干名 酵素の触媒活性及び特異性の発現機構を酵素の構造と機能の相関に重点をおいて概説し、さらに、酵素による代謝調節及び酵素の利用について学ぶ。

35 理学部 免疫学 2 T4-T5 火 1 後藤　義幸 若干名
免疫システムは、自己と非自己を識別し、非自己を排除するという生体防御応答である。本講義では、自己と非自己の識別機構や無数に存在する抗原に対応する仕
組みなど、免疫システムの基本原理を分子・細胞・個体レベルで理解する。さらに、個体の恒常性維持における免疫の重要性や、免疫の過剰応答、破綻によって引き
起こされる疾患、そして免疫システムを活用した治療法を含め、免疫の生理的および病理的側面の機序について包括的に学ぶことを目的とする。

36 工学部 有機化学I 2 T4-5 水 2 松本　祥治 若干名
有機化学の基礎となる知識、理解力、考える力を修得する。有機分子の構造や性質、命名法、反応の基本を理解するための講義を行う。有機化学I-IVでは、教科書
「クライン 有機化学 上、下」に沿って有機化学の本質を学ぶ。

共生応用化学コース
T01V800201

37 工学部 化学工学基礎 2 T4-5 木 2 佐藤　智司 若干名
本講義では、物質収支・エネルギー収支、流動と流体輸送、伝熱および熱交 換装置、蒸留についての化学工学の基礎事項について解説し、演習を行う。教科書に
は朝倉書店「新版 化学工学の基礎」に沿って講義する。

共生応用化学コース
T01V802801

38 園芸学部 土壌学 2 T4 月木 1 八島　未和 若干名
土壌は地球にしか存在しない貴重な資源であり、その生成には長い時間を要する。土壌を経由して生物に必要な元素の多くが地球上を循環しており、作物生産と環
境保全に不可欠である。土壌の持つ物理的・化学的・生物的性質を理解し、その利用と保全を講義する。

39 園芸学部 遺伝学 2 T2 月木 1 佐々　英徳 若干名 古典遺伝学から最新の分子遺伝学までを講義する。

40 園芸学部 育種学 2 T1 月木 1 南川　舞 若干名
栽培植物の遺伝的特性を改良することの重要性、その方法、得られた成果と今後の課題などについて、解説する。育種への応用が期待される、最近の遺伝学、分子
生物学研究の成果についても言及する。

○

41 園芸学部 昆虫学 2 T2 月木 2 野村　昌史 若干名
数の上では地球上もっとも繁栄している生物＝昆虫類について、その多様なグループの紹介を行う。そして彼らの現在の繁栄を支える、体の構造・発育や変態・生活
史や行動などを学ぶことで、昆虫の様々な適応戦略を理解する。

42 園芸学部 作物学総論 2 T5 月木 2 深野　祐也 若干名 作物を中心に、人間の歴史、社会、環境への影響を広く概説する。

43 園芸学部 生物化学 2 T5 水 1,2 児玉　浩明 若干名
講義の前半は生体物質の構造、機能について説明する。中盤では、反応の場である細胞内の構造と代謝の関連について理解を深め、終盤においては反応を進める
のに必要なエネルギーを細胞がどのように得て、代謝に用いているのかについて、解説する。

○
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44 園芸学部 分子生物学 2 T4 水 1,2 華岡　光正 若干名
地球上の全ての生物に共通する生命現象は、核酸（DNA・RNA）やタンパク質といった分子の挙動によって説明することができる。本講義では、これら生体分子の構
造・機能や、その複製や維持のしくみについて解説する。さらに、ゲノム・遺伝子の多様性やDNAの損傷と修復、遺伝子組換えの仕組みなどについても紹介する。

45 園芸学部 分子生体機能学 2 T１ 木 1,2 華岡　光正 若干名
「分子生物学」に引き続き、遺伝子の発現過程やその制御、また分子生物学の研究手法やゲノム解析などについて取り扱い、生体おける多様な分子機能について、
実際の研究例も含め幅広く学習する。

46 園芸学部 基礎微生物学 2 T1-2 木 3 相馬　亜希子 若干名
本授業では微生物学の歴史について俯瞰した後、微生物の構造、栄養代謝（異化と同化）、生育、エネルギー代謝、分子生物学、遺伝子発現制御、遺伝学、遺伝子
工学、ゲノム、など微生物に関する基礎的な知見について概要を解説する。

47 園芸学部 環境文化史学 2 T4-5 水 5 阿部　一 若干名
環境文化史学は、環境と文化の関係の歴史的展開を扱う学問領域である。この講義では、環境認知論・風景論を手掛かりとして、ヨーロッパ、中国、日本における「環
境―文化」関係の多様性と特徴について学び、それをもたらした要因について風土論的観点から考察する。

○ 隔年開講科目

48 園芸学部 農業経済学概論 2 T1-2 水 2 櫻井　清一 若干名
食料・農業･農村と農業を取り巻く関連産業を解明する経済学の領域と役割について学習し、基礎的な概念および重要な課題についてその背景と課題解決の方法に
ついての理解を深め、経済学的な思考法の基礎を習得する。

49 園芸学部
農業と福祉の連携を考
える

2 T3-5 隔土 古谷　勝則 若干名 この実習・演習は、農業と福祉の双方の課題解決を図り、社会のウェルビーイングの向上を目指す取り組みを、講義による解説と演習、実習をセットにして学ぶ。

50 薬学部 有機化学Ⅰ 2 T1-2 水 1 山次　健三　他 若干名

医薬品の本体や生物活性物質のみならず、生体を構成している成分の大半が有機化合物である。これら有機化合物の構造・反応性並びに合成法を学び理解する学
問が有機化学である。有機化学の習得は医薬品開発研究にとって必須であるばかりでなく、医薬品の物性さらには生命科学を理解する上でも大変重要である。分子
の構造・性質・反応性を関連付けながら解説する。授業は教科書にしたがい、要点、ポイントなどの説明はスライドを使い解説する。あらかじめ教科書および公開する
スライド資料にて予習することが必須である。各講義終了後にオンライン小テストを課す。

51 薬学部 生物化学Ⅰ 2 T4-5 月 2 山崎　真巳　他 若干名
生物化学は生命現象を分子の挙動として解明することを目的とした学問であり、生命現象の最も重要な基礎となっている。本講義は、薬学を含め広く生命科学に属す
る学問を学ぶための基礎教育として開講され、エネルギー変換と貯蔵について、代謝の基本概念と設計、解糖と糖新生、クエン酸回路、酸化的リン酸化などの内容を
講義する。

52 薬学部 物理化学Ⅰ 2 T4-5 水 1 西田　紀貴　他 若干名
生体物質から医薬品まですべての物質は原子からできている。原子が化学結合で結びつき、分子になるとき電子が関与する。また、分子内の局所的な電子密度の違
いは分子の反応性を支配する。電子の性質を理解し、生体物質を考察するために、電子や分子などのミクロな世界の物理法則を支配する量子力学について講義す
る。量子力学の基本方程式であるシュレディンガー方程式を用いることで、原子の構造・原子軌道の電子配置・元素における周期性などを理解できることを説明する。

53 薬学部 免疫学I 1 T5 水 2 川島　博人 若干名
生体にとって異物である微生物・ウイルス・真菌・寄生虫などの襲撃に対して、生体は免疫系という高次の統合的な防御システムで対応することを概説する。感染直後
に素早く対応する自然免疫応答を説明し、自然免疫応答に引き続いて起こる適応免疫応答は、リンパ球表面の抗原受容体を介した特異的認識を介して異物を排除
し感染から宿主を守ることを説明する。

本書記載内容は、予告なく変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※主としてメディア授業（オンデマンド型または同時双方向型）により実施される授業科目を指します。詳細は千葉大学シラバス（https://www.chiba-u.ac.jp/academics/course/index.html）を参照ください。
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